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研究成果の概要（和文）：中山間地域の新たな生業として自伐型林業をとりあげた。技術研修や山林確保など自
治体の支援を得ながら新規参入している地域起こし協力隊の事例や旧来の自伐林業者が共同組織化しつつ地域の
担い手となっている事例など、産業としての林業とはちがう価値創造的な活動がみられた。典型的な自伐林家の
山林における植物群落調査では、自然の分布を反映した地形に応じた分布がみられ、自然を活かす森林管理の手
法として注目された。

研究成果の概要（英文）：Surveyed “self-employed and self-harvesting forestry” as a new livelihood 
in the hilly and mountainous areas. In case examples of “Community-Reactivating Cooperator Squad” 
newly entering with technical support and securing forests with the support of local governments and
 cases where traditional self-employed and self-harvesting foresters are cooperative organization 
and acting as regional leaders, value-creative activities remain to be seen. In a typical plant 
community survey in the mountain forest of a self-employed and self-harvesting forester, a 
distribution corresponding to the topography reflecting the distribution of nature is observed, and 
it is noted as a method of forest management utilizing nature or the benefits of ecosystem services.

研究分野： 社会学

キーワード： 自伐型林業　森林・林業　コモンズ　中山間地域　適正技術　生業創出 　 移住定住　地域おこし協力
隊

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現在、中山間地域は、限界集落論から消滅
自治体論まで唱えられるほどに、その衰退は
著しい。そこであらためて中山間地域におけ
る最大の未利用資源である森林資源に注目
することが求められている。 
 戦後、造林した人工林は多くが伐採可能な
段階を迎えているが、伐採など施業方法いか
んによって大規模な土砂崩壊を招く危険性
がある。事実、高性能林業機械導入による林
産企業への安定供給体制という大規模化が
展開され、コストのみを重視した路網開設と
大面積皆伐が増加しており、土砂災害の発生
が指摘されている。人工林をどのような施業
方法で伐採するかは今後の林業再生・森林保
全を左右する最重要課題である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、領域横断的な統合的研究
をつうじて、森林の多面的機能や生物多様性
を発揮する持続的林業経営のあり方につい
て検討し、「自伐型林業」方式による中山間
地域の経済循環と環境保全モデルを構築す
ることである。日本の国土の７割、中山間地
域では８〜９割を占める森林の持続的保全
利用のためには、地域の担い手層による小規
模自伐型林業を再評価する。そのことによっ
て、疲弊著しい中山間地域における生業創出
の可能性を見出し、とく都市部からの移住者
の新規参入を促す条件を検討して、森林資源
をいかした中山間地域再生のシナリオを政
策提案する。 
 
３．研究の方法 
(1) 自伐型林業モデルの類型化、自治体によ
る自伐型林業支援策 
 UＩターン者が自伐型林業に新規参入して
いる事例、東日本震災被災地における自伐型
林業による生業創出の事例について調査す
る。自伐型林業を推進するうえで自治体によ
るどのような支援策が有効であるか、とくに
新規参入者への技術面での支援や自家山林
をもたない移住者への森林資源にアクセス
する制度面での支援などを検討する（家中、
佐藤）。 
一方、伝統的な林業地における自伐林業者

の調査をつうじて、近年の林業経営の変化や
それに伴う意識変化について調査する（興
梠）。また、森林資源の商品化プロセスとし
て、新たな木材利用や木造建築手法の開発状
況について調査する（松村）。また、自伐型
林業の導入にともなう集落と森林の関係性
の再編プロセスについて事例調査を行う（笠
松、松村）。 
 
(2) 生物多様性にもとづく持続的林業経営 
 高密度小径路網による自伐型林業が森林
の生物多様性を保持する上で発揮する効果、
及び、水源涵養や災害防止の上で発揮する効
果を測定し分析する（鎌田、田村）。また、

森林経営手法と森林資源分布の組み合わせ
から適正な資源利用を導き出す方法論やツ
ール開発について検討する（鎌田）。 

 

４．研究成果 

(1) 適正技術としての「自伐林業」 
「自伐林業」は自らの所有山林を離れず、そ
こで継続して林業経営をおこなう。毎年、自
分の山林から収入を得なければならないの
で、持続性を追求した「長伐期択伐施業」と
なる傾向がある。そこから「壊れない道づく
り」（幅員 2〜2.5 メートル、法面切高 1.4 メ
ートル以下とする大橋式作業道の高密度な
路網）と「身の丈にあった機械化」という技
術体系がうまれている。 
 徳島県那賀町の橋本林業（橋本光治氏）は
100ha の山林を所有する専業の自伐林家であ
る。スギ・ヒノキの人工林（8 割）と天然林
（2割）の混交林であり、樹齢 80 年を越える
林分が三分の一以上を占める。天然林は尾根
筋、沢筋、急傾斜地にあって、人工林を保護
するように取り囲んでいる。そこに小径な作
業道が高密度に敷設されており、総延長 30km、
路網密度 300m／ha に達している。 
 日本を代表する林業地である奈良県吉野
地域でも、山主（山旦那）の直営による自伐
林業化が起きている。伝統的な「山守制度」
がかつてのように機能しなくなってきたこ
とと、ヘリコプターによる集材ではコストが
かかり過ぎることなどが理由である。清光林
業（17 代・岡橋清元氏）では 1900 ヘクター
ルの山林に 90 キロメートルの作業道が敷設
されている。樹齢 200 年を超える大径木の伐
倒・搬出であっても十分対応できる。  
 自伐林業は、このように専業林家だけでな
く、兼業林家においても注目される。愛媛県
西予市三瓶町の菊池林業（菊池俊一郎氏）は
30 ヘクタールの山林所有（ミカン 3ヘクター
ル、山林 27 ヘクタール）の農林兼業の自伐
林家である。大橋式作業道よりさらに小径の
1〜2 メートル幅の路網を高密度に敷設し、農
作業にもつかう小型林内作業車を用いて搬
出する。 
 自伐林業は他の生業と組み合わせること
によって利点がさらに生きてくる。他の生業
で忙しいときに山林の方はしばらく置いて
おいても、農作業とは違って、林業経営にお
おきく影響することはない。また林業による
副収入があれば、農山村での生活に余裕がで
てくる。このように自伐林業は、他の生業や
就労とのあいだの緩衝材的な機能をはたす
ので、副業や兼業として組み合わせやすく、
生活の安定性を増す効果が期待できる。 
 
(2) 自伐型林業の新たな担い手 
 国の林業政策や林業政策・経済研究におい
ては、自伐林業はあくまで点的存在に過ぎず、
世代交代できずに過疎化とともにいずれ消
滅すると考えられていた。ところが、近年、



自伐林業が急速に注目されるようになった
のは「思わぬところから」その新規参入者が
登場してきたからである。木材生産に限らな
い森林資源の多目的利用による自営複合経
営や新たなライフスタイルを志向するＵＩ
ターンの若い世代の間で自伐林業が広まっ
てきている。 
 疎遠となっていた森林をもういちど地域
の暮らしのなかにとりもどすために、森林と
のかかわりを自らデザインするツールとし
て、自伐林業が選択されるようになっている。
木材価格が最高値に達した 1980 年当時の五
分の一〜七分の一となっている現在、低コス
トで、しかも初期投資も大きくかからないこ
とから、自伐林業は新規参入者にとって魅力
ある生業といえる。 
 このように従来の自己所有山林での家族
経営的形態だけでなく、近年、集落営林型や
大規模山林分散型と呼べる形態がみられる。
とくに地域起こし協力隊など自治体支援下
での新規参入に多い。それらは自伐林業の概
念を拡張して「自伐型林

．．
業」と定義され、私

的所有の枠組を超えて営まれる持続的林業
経営として注目され、中山間地域における新
たな担い手として期待される。 
 
(3) 自伐型林業者の山林確保の４類型（佐藤
報告から） 
 各地の自治体で、地域おこし協力隊制度を
活用した Iターン者による「自伐型林業」者
の受入れが進んでいる。たとえば、滋賀県：
長浜市 3 名、奈良県：北山村、鳥取県：智頭
町、島根県：津和野町 7名、高知県：佐川町 
9 名、本山町 3 名などの事例がある。なお、
NPO 法人自伐型林業推進協会によれば、現在
まで 40 余の自治体が自伐型林業を導入して
いる。 
 そこで重要なのが、自伐型林業展開のため
に、持続的に施業にかかわれる山林の確保で
ある。そこにはいくつかの類型があることが
わかった。今後さらに Iターンの若者が山林
を確保する地域条件の解明や経験の共有・交
流の必要がある。 
【類型１】「自伐型林業者」が立木・地代を
支払わないで山林を委せてもらう。 
・公有林を研修地として提供：静岡県熱海市、
鳥取県智頭町。 
・空き家といっしょに田畑、茶園と裏山は自
由に使ってよい：高知県本山町。 
・間伐施業と道づくりは自由にしてよい、ユ
ンボーのリース代も所有者が支援（若者の応
援のために）：高知県四万十市。 
・地域内の高齢所有者「イノシシに食べられ
る前に筍をとってきてくれればよい」農地の
獣害抑止効果や「わらび道」を「自伐型林業」
者の間伐と作業道に期待：福井県福井市 
・高齢独居女性が所有する間伐（高齢独居女
性への気配り、風呂の薪を提供）：高知県日
高村、静岡県静岡市。 
・集落の山林を自由に使ってよいような関係

づくりをして将来的に還元したい：岩手県遠
野市、島根県津和野市、岐阜県恵那市。 
【類型２】地場の立木価格が「自伐型林業」
者による立木購入価格より高い場合 
・丁寧な間伐と長期的な受託の実施を所有者
に説明して理解を得る（概ね木材販売価格の
2割、森林組合の場合は4割）：鳥取県智頭町。 
【類型３】地場の立木価格が「自伐型林業」
者による立木購入価格より低い場合 
・所有者からの信頼を得るため、植えた人の
苦労に報いるため、A 材は 2000 円/㎥を支払
う」：高知県本山町。 
・できるだけ集落内の所有者に還元したい、
国民年金だけでは暮らせない、生活に困って
いる所有者には高く返金することも（葬式代
くらいは）：高知県仁淀川町。 
【類型４】「自伐型林業」者が林地込みの立
木を購入 
・定年後の移住を機に山林を購入：高知県四
万十市。 
・自伐型林業推進（＝若者定住）の自治体に
よる「山林バンク」で売りたい所有者の紹
介：鳥取県智頭町、高知県本山町。 
 
(4)伝統的林業地における自伐林家の再編─
静岡県浜松市天竜区を事例（興梠報告から） 
・「個人型」自伐林業における生産組織の共
同化が、林業機械の共同利用、森林経営計画
の共同作成、販売戦略などにおいてみられる。 
・北遠地区における林家グループは次のよう
に類型される。①自伐林家が集まるグルー
プ：天竜フォレスターズ 21、H2O 林業グルー
プ、静岡市林業研究会森林認証部会、文沢蒼
林舎。②地域ボランティア：S 川根 NPO、③
会社が主導、林家を集めて機会を購入：天竜
森林の会。④機能集団（集落外社会結合）：
機会を共同購入（共同利用の実態はない）：
天竜フォレスターズ 21。機会を共同購入と共
同利用：H2O グループ（請負にも進出）。計画・
勉強会：静岡市林業研究会森林認証部会、S
川根 NPO。⑤集落社会結合：集落内の森林を
一括管理：鈴木林業（静岡市林業研究会森林
認証部会の一部）。共同利用（将来共同経営
にも進出可能）：文沢蒼林舎。 
 以上を、「生産性」「持続性」「社会性」の
フレームから位置づけ、検討していくことが
重要である。 
 
 (5)環境保全型持続可能な森林管理─自伐
林業家「橋本林業」を事例に（鎌田報告から） 
 橋本林業：薪炭林から明治 40 年頃、スギ・
ヒノキ育成に移行。天然林 2割、人工林 8割。
人工林の 9割がスギ、1割がヒノキ。「壊れな
い道づくり」による高密作業路網が敷設され
（300m/ha）、択伐天然更新施業を行っている。 
①林内植生からの評価 
 橋本林業スギ林冠下に成立する植物群落
の調査では、地形に応じた分布がみられた。
それが自然の分布を反映していることから、
自然の潜在性が残存していることが推測さ



れる。 
 環境保全型で持続可能な林業を成立させ
るために次のことが指標となると思われる。 
・目標像の設定、すなわち、どのような森林
にしていくかが重要であり、森の多目的利用
につながる。 
・森林の具体像（構造）を、樹種、サイズ、
年齢構成などから把握する。 
・生態系サービスにおける機能評価として、
生物多様性、材・原料・キノコ（供給サービ
ス）、CO2 固定（基板サービス）、水文（水源
涵養、治水）（調整サービス）、砂防（調整サ
ービス）、遊山（文化サービス）を測定する。 
②橋本林業における「森林施業の哲学と技術」 
 重要と認識した地形に対し、その特徴に応
じた森林管理を行っている。 
(a)「尾根」／「破砕」：リスクのある地形で
あって木材生産に適さない地形なので混交
林にしている。(b)「南」／「北」：リスクの
ある地形であるが木材生産に適していると
している。(c)「斜面上部」／「斜面下部」：
木材生産の場であっても雑木を伐らず、生え
てきたものはできるだけ残して混交林にし
ている。 
 そこから、橋本林業（橋本光治氏）の森林
管理／林業形成の基本理念として次のこと
が推測される。「リスクを低減する選択」と
「できるだけ自然の状態を保つ」ことがみら
れる。そのことを橋本氏は「一利を興すより
一害を取り除く」、「自然に学び、自然を活か
す」という言葉でもって表現している。 
 このような調査をもとに今後、森林計画
（ゾーニング）の現代的手法の開発が求めら
れる。 
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